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内 容 梗 概

本報は時間の変化とともに変化する量を等間隔に測定し,これらのデータに基づいて･将来の値を推

定しようとする場合の一試案を述べたものである0ここで,時間‖こおける測定値∬£に対して次の仮

定を設ける｡

∬Jは近似的に

∬£=α0十α1f+α2f2+‥‥･･+吼ザ+∈√(α0,恥…,のは常数)

にて表わされる｡ここに∴わは測定の誤差を表わし,∈`と亡£′(特明 とほ互いに独立に分布するものと

する｡

まず現在より任意の時間後の特性値に対する推定値を求め,ついで欠測値のあった場合の取扱い万を
述べ,終りに,測定値がJ次多項式で近似される場合,これを誤ってJ′(<～)次多項式で近似した場合

のかたよりについて述べた｡なお推定値を求めるための数表を与えた｡

〔Ⅰ〕緒 言

は,時間の経過とともに変化する晶を定期的に渕

足し,これらのデータに基づいて将来の特性値を推定し

ょうとする場合についての一試案を述べたものである｡

中継局,特に無人中継局において,定期的な見回りを

子fう一つの目的は,次回の見回り時までセッ†を構成す

る各部品が満足に働いているか否かを ベ,それまでに

不良となるおそれのあるすのについては,これを新品と

取替えて, 故の起るのを未然に防ぐことであろう｡し

たがって,現在までの特性値を基にして,何らかの方法

により,次回見回り時の特性値を推定する必要がある｡

また,飛行機,船舶などの過去の位置を,レーダなど

により測定し.それらのデータに基づいて現在から何秒

か後の目標位置を推定するということが重要な意味をも

つ場合がしばしば起る｡

でほ,測定値について,次の仮定を設ける｡

測定は等間隔に行うものとする｡

2.

データに欠測のある場合については,後節に述べる｡

測定値ズ£(才=0,1,2,･‥…)はつぎの構造をもつ,

∬(=か+∈よ

右辺の〃£は特性値の真の値,££は

(1)

わす｡

ここに∵四,封に対しつぎの仮定を設ける｡

2･1四ほ近似的に｣(J二1,2,･･=)次の多項式によつ

て近似される｡すなわち,近似的に

〃£=α｡十α1f+α2f2+･…=1-α～f～……………(2)

わされるものとする｡なお,現在よりゐ後の特

性値を推定しようという場合,過去のデータばかり

でなく,さらにゐ後までもJ次近似がなり立つとす

る｡

日立製作所小央研究所

=二*

2･2
∈よ(≠=0,1,2,‥.…)は統計的に独立に分布し,

その分散ほ=に関係なく一定であるとする｡これを

α2にて表わす｡なお,仮定2･1により,〃£の真の

値と仮定したJ次多項式との問のギャップも誤差の

中に含まれる｡

なお,(2)式のJ=1,2の場合が,実用上特に重要と

思われるので,計算に必要な係数値の を与えた｡

〔ⅠⅠ〕現在より鳥後における

特性値の推定

現在の測定値をズ｡,前回の測定値を∬1,前々回の測

定値を∬2,……というふうに,現在よりさかのぼって脚

符をつける｡推定に利用するデータの数を烏+1個とす

る｡さらに計算の佐宜のため, 問の原点を現在よりゐ

後にとり,さらに時間の方向を原点より逆にとるものと

する｡すると過去のデータ れほ次式のように表わされ

る｡

∬j=α｡+α1(ゐ十王)+α2(ゐ+£)2十･‥αg(ゐ+坪+e£…(3)

本節でほ,ゐ後における特性値の母平均α0をガ･∠(f

=0,1,2,……,カ)についての一次式

ヅ/乙二∑か苅.‥ ･…(4)

の形で推定する問題を考える｡ツねがα0の最も精度のよ

い推定値であるためには,ズ∠の係数♪gにつぎの2つの

条件を課する必要がある｡

条件1:ヅ九の期待値がα0に しいこと｡

条作2:ヅ九の分散が最小となること｡

(4)式を(5)式に代入すれば,

ッ′ん=∑か(α｡+α1(ゐ十王)+α2(ゐ+f)2+=…･
ダニ0

+α乙(ゐ+よ)～+∈乞)



1334 昭和32年11月 日 立 評

=α0.∑か+α1∑(ゐ十i)如+.‥.‥
オ=0 オ=O

+αe才芸(帰)勤+恩師‥･････t(5)
条件1から

∑如=1

∑(ゐ+f)動=0

∑(ゐ+f)2♪官=0

∑(ゐ+f)古か=0

が得られる｡この式は次のように書き表わすことができ

る｡第乃+1番目の式をとると

∑(ゐ+£)攣よ=
～●=0

ご･
一∫

∑ ∑
∫=O g=0

乃!

5!(雅一g)=わ~ゆ動 ‥(7)

ここで

z･罵言攣i≡肱……………………………………(8)
とお削ぎ,(7)式は

∑(ゐ+宣)れか二∑
∫=0

乃!
PJ‥り【J √加■ざ肱…･ ‥(9)

となる｡しかるに(6)式の最初の式から

､IJ
∫

が得られるから,(9),(10)式から数学的帰納法によつ

て

〃ぶ=(-1)功尺(5=0,1,2,‥‥リJ)
..(11)

が得られる｡

すなわち♪～に課した条件1ほ(11)式によって置き

換えられる｡

次に･条件2に移る,ツ九の分散ほ,各測定値に含まれ

差が確率的に独立なものとすれば

ゐ

α2∑♪∠2
オ=0

によって与えられる｡ここにげ2は個々の測定値に含ま

れる誤差の分散を表わす｡つまり,条件2ほ∑か2を最

小にすることにほかならない｡結局,問題は♪∠の間に

(11)式の制限を課し,その下で∑♪占2を最小にすること

である｡これほ Lagrange の方法を剛､れば達せられ

る｡すなわち,求める係数動は

5≡∑♪i2-2∑ん(〟ぷ一ト1)ざか)
5=0

を♪一二(f=0,1,2,…‥,ゑ),ん(∫=0,1,2,……,J)につい

て偏微分し,それを0にひとしくおけば求められる｡す

なわち

J

か=∑け諦(f=0,1,2,……,ゑ)
ざ=0

還極=(-1)gか(5=0,1･2･･∴J)………(14)
なるゑ+J十2偶の方程式をれ‥わについて解けばよい

第39巻 第11号

ことになる｡(13)式を(14)式に代入すれば

才芸言古黒んfr=(~1)ざか(γ=0･1,2･=…リJ)
ここで

∑蕗…Ⅳ(g)
才=0

とおけば,上式は

見川(叶γ)=(-ゐ)g(ざ=0･1･2,…･り
と表わすことができる｡そこで

.ヽ~

Ⅳ(0)

Ⅳ(1)

2(........Ⅳ

)Ⅳ

Ⅳ(1)

Ⅳ(2)

(....

Ⅳ(2)……Ⅳ(り

Ⅳ(3)……Ⅳ(J+1)

4(..‥Ⅳ
…‥･Ⅳ(J+2)

㌧･+
丁--ケ

(Ⅳ＼･.1+

(U

l

-ノ∧

.｣人

ん-

-力

...Ⅳ(2り

JJ__

(-ゐ)0､

(-ゐ)1

(一夕)2

J′･

なる3つのマトリックスを定義すれば,

爪=g…………………………………………(15)

が成立する｡しかるに.A｢ほ正方マトリックスで,かつ

non-Singularであるから,逆マトリックス爪｢▼1が存在

する｡よって

ス=∧卜1g………………………………………(16)

が得られる｡さらに

力r

カ
▲
･
p
▲
‥
‥
‥
:
.
わ
r

l

2
0
…
‥
…
･
が

01

11

2
1
…
…
…
が

02

2
2
…
…
…
が

2
:
:
:
:
.
†
β

ただし00=1と約束する

を定義すれば,(13),(16)式から
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JIJ:1

が得られる｡

例:g=2,

Ⅳ~1g…

これが求める係数値を与える｡

ゑ=5の場合についてか(宣=0,1,2,…5)

を計算すると次のようになる｡

Ⅳ(0)=6

Ⅳ(1)=0十1十2+…‥十5=15

Ⅳ(2)=02十12+22十…+52=55

Ⅳ(3)=03+13+23+…+53=225

Ⅳ(4)=04+14+24+…+54=979

したがって

｣Ⅴ

6 15

15 55

55 225

その逆マトリックス.Ⅳ~1ほ

JV｢1

また

ゆえに

ノI

3220/3920

-2310/3920

350/3920

′

3220/3920

1260/3920

0

-560/3920

-420/3920

420/3920

-2310/3920

2849/3920

▼525/3920

1 0

1 1

1 2

1 3

1 4

1 5

-2310/3920

14/3920

1288/3920

1512/3920

686/3920

-1190/3920

ーー般に,想定した多項
J

か=∑すり(-カ)ノ
ブ=0

)
0

0

(U

2

2

2

9

9

9

350/3920

-70/3920

-280/3920

-280/3920

-70/3920

350/3920

がg次の場合にほ

なる形で表わすことができる｡そこで留りを要

(烏+1)行J列のマトリックスすを定

ツ/ん=よαg ただし α=爪｢1

とする

すればッ九ほ

によって与えられる｡ここに射ま(ゑ十1)行1列の列

ベクトルを表わす｡弟】表,第2表ほJ=1,2 の場合

の留りの値を表にしたものである｡

つぎに,プねの分散げ2∑♪i2を める｡

∑♪ま2=クー=(ムⅤ~1鱒)′(爪ト1g)

=g/(爪ト1)′∫′潤

しかるに,定義笹より,∫′たJVが得られるから,これ

第1表 特性値の時間的変化が一次式で近似さ

れる場合のゐ後の値を推定するための係数
々

推定値プ九=∑久肋
オ=0

々

…∑(曾io一郎1ゐ)ズ`
オ=0

カ=4;

】.〇

一
一

O
1
2
3
一
4
"
▼
月

･J

■
<
U
1
2
3
4
5

分母二10
11二

■わ川
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を上式に代入すれば

∑♪豆2=g/(jV■1)g=g/Ⅳ~1g

したがって,推定量プ九の分散ほ

(gりⅤ~1耳)α2

に等しい｡前の例について求めれば,

3920
(3922十2×2310ゐ+(2×350+2849)ゐ2+2

×525が+105ゐ4)げ2

3920
(3922+462助+3549ゐ2+1050が

+105ゐ4)げ2

第39巻 第11号

第2表 特性値の時間的変化が二次式で近似さ

れる場合のゐ彼の値を推定するための係数
点

推定値 プ/乙=∑創動
f=0

…∑(すio一郎lゐ+郎2が)∬ま
オ=0

分母=4

分母=700

分母=3920

分母=16464

耶0

分母=56448

一
一
一

39984

21168

7056

2352

7056

7056

2352

7056

分母=1,66320

2訪雪…!
5040

-

11088 -

12432!一

9072i-

1008 季
11760

■

2
6
8
(
U
<
U
8
6
2

5
3
∧
U
O
ロ
8
0
3
5

3
3
0
6
6
0
3
3

2

1
1
1
1

ワ】

分母=4,35600
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烏=10 分母=10,38180

分母=22,90288

ゐ二12 分母=47,36732

烏=13 分母=92,74720

す豆1 1 耶2

々=14 分母=173.26400

ヴ宜1

豆豆て1

-J･･

O
1
2
3
4
5
6
7
(
0
9
0
1
2
3
4

1
1
1
1
1

80,51680

59,62320

41,27760
25,48000

12,23040
1,52880

6,62480

12,23040

15,28800

15,79760

13,75920

9,17280

2,03840

7,64400

19,87440

･こ1･こ
ー 13,90480

6,81800

90720

3,82760
7,38640

9,76920

10,97600

11,00680

9,86160

7,54040

4,04320

63000

6,47920

13,50440

1,27400

72800

26600

11200

40600

61600

74200

78400
74200

61600

40600

11200

26600

72800

1,27400

烏=15 分母=310,73280

ーー113

烏=16 分母=537,67872

カ=17 分母=901,40256

点=18 分母=1469,19780

烏=19 分母=2334,94800

･Jい

O
1
2
3
4
5
6
7
0
U
9
<
U
1
2
3
▲
4
5
6
7
Q
U
9
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

865,75020

695,93580

541,28340

401,79300

277,46460

168,29820

74,29380

4,54860

68,22900

116,74740

150,10380

1腿,29820

171,33060

159,20100

131,90940

89,45580

31,84020

40,93740

128,87700

231,97860

耶1

177,39540

128,39820
84,45500

45,56580

11,73060

17,05060

40,77780

59,45100

73,07020

81,63540

85,14660

83,60380

77,00700

65,35620
48,65140

26,89260

7980

31,78700

68,70780

110,68260

●J･

7,58100

5,18700

3,05900･

1,19700

39900

1,72900

2,79300
3,59100

4,12300

4,38900〉

4,38900

4,12300

3,59100

2,79300
1,72900

39900

1,19700

3,05900

5,18700

7,58100



1338 昭和32年11月 日 立

ゐ=20 分母=3627.36220

耶○ 曾豆1

O
l
'
-
3
.
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
.
4
5
6
7
8
9
0

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2

一
一
一
一
一
一
一
一
一

1292,41420

1050,72660

829,52100

628,79740

448,55580

288,79620

149,51860

30,72300

67,59060

145,42220

202,77180

239,63940

256,02500

251,92860

227,35020

182,28980

116,74740

30,72300

75,78340

202,77180
350,24220

･Jで

- 251,92860

185,77174

126,08288

72,86202

2(S,10916

14,17570

47,99256

75,34142

96,22228

110,63514

118,58000

120,05686

115,06572

103,60658

85,67944

61,28430

30,42116

6,9¢998
50,70912

100,97626

157,71140

10,24100

7,16870

4,41980

1,99430

10780

0
(
U
O
O

5
8
7
2

6
1
3
2

〔
0
4
7
8

8
3
.
4
2

0
(
U
O
O
O
O
O

3
0
3
2
7
8
5

7
9
7
ワ
〟
3
1
ご
U

6
2
6
▲
‖
8
7
.
4
8

7
9
7
2
.
4
3
8

10780
1,99430

4,41980

7,16870
10,24100

弟1図ほゑ=1,5,10;J=1の場合の推定量の標準偏

差を示したものである｡烏=1つまり,2偶の測定値か

ら係数恥,α1を推定して,ゐ後の推定を行うことがい

かに精度の悪いものであるかがわかる｡

また(19)式を使って,特性値がある特定の値ッ｡に達

するまでの時間を求めることもできる｡それには,左辺

のプ九をプeにおきかえた式をゐについて解けば得られ

る｡右辺ほゐについてのJ次式となることに注意された

い｡たとえばJ=2の場合には,次の一元二次方程式を

解けばよい

(∑恥抑)ゐ2-(∑耶2∬宜)ゐ+∑動1∬£-γ｡=0……(21)

なお,本節に述べた次期見回りの場合の特性値の推定は

本節の ゐ=1とおいた特別の場合である｡

〔ⅠⅠⅠ〕げの 推 定

前節までほ,分散げ2の値を一応既知として述べた｡

本節では,その推定法について述べることとする｡

〃£として一次式,二次式などを用いた場合のげ2の推

定法については,すでに最尤法によるオーソドックスな

方法が見出されている｡しかし,この計算法は相当やつ

かいであり,現場で実用に用いるにはきわめて非実用的

である｡そこで,われわれほむしろ次の推定法を提案す

る｡たとえば一次式の場合げ(α2ではない)の推定量♂

として

各=0.51∑!■2ガ官+1一∬電一∬乞.2r/(ゐ一1)…………(22)
f=0

また二次式の場合

左=0.28∑l3∬i.1-3∬i.2+∬£十3-∬‖(烏-2)…(23)
電=0

一般に｣次式の場合には

各=

ただし

良一J

ご｣..
i=0

(写り×(鳥-け1)

第39巻 第11号

口
n

】

r

根

欝〟
璧
e
型
悼

蜜～〆

口
∽

u

∴
l

l

口

口

ロ J

d

､
←
-
-
､

､
-
-
､

､--■
l ､､! 〟≠Jβ

イ ーイ づ ブ イ ♂ ′ Z ♂.♂ ∫ ♂

第1国 鳥=J,5,10rJ=1の場合の推定量

』～乞≡罰-1)g伽･ざ
を用いた方が,計算が簡単であり,より実際的であると

思われる｡かかる推定量の分散は,次のようになる

〔ⅠⅤ〕欠測値のある場合

2節の式の誘導は,等間隔の測定値がすべて存在する

という前提の下に行った｡しかし,実際には種々の事情

により,その内何個かのデータが得られない場合も起る

であろう｡本節でほこのような場合に対する処理法にっ

いて述べる｡

たとえば,和,∬1,∬2,……,恥の内∬き(5≦鳥)が求

められなかったとする｡この場合にも2節の考え方にし

たがって,ゐ後の推定値

5-1 烏

プん=∑動鼎+∑A削
ぎ=0 ノ=ざ+1

の係数動(f=0,1,2,‥.,5一一1,5+1,‥.,鳥)の値を求

めることはできる(この如は弟l表,第2表の数値とは

異る)｡しかし,このようにして求めた係数値は烏を一

定としても,5によって変った値となるため,これを表

にして与えることは非唐に困難である｡そこで,本節で

は,欠測値∬苫をはかのデータから推定し,その推定値

を,あたかも実測値であるかのように見なして,弟l,2

表のかを用いて計算する方法を採用することとした｡

(り 欠測値1個の場合

和,れ,∬2,‖.リ ∬たの内∬ざ(5≦ゑ)1個だけが欠測

の場合,これを推定するには,前節までに述べた推定方

式において ゐ=-ざ とする｡つまり

入
鹿

∬8=∑か(-ざ)∬£
オ=0

(25)
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を∬8の推定値として採用するのである｡左辺の--∧"印

ほ,これが推定値であることを明らかにするためにつけ

た｡さて,上式の右辺の計算には,やほり ∬gが必要で

ある｡そこで,その代りにやはり

は,上式は

を使うものとすれ

;ぶ=‡か(一叫/(ト♪ぶ(-S)‡
起

となる｡上式の∑′gは,i=5を除いた和を表わすもの
ど=0

と約束する｡この∬ざを∬ぶの代用にして,ゐ後の推定

に使えばよい｡

(2)欠測値が2個ないしそれ以上の場合

欠測値が2個∬gl,∬s2 の場合について述べる(glく

∫2≦鳥)｡ これを一般の場合に拡張することは容易であ

る｡

∬ぶ1,ズざ2の内,まず∬ぶ2は実測されたものと見なして

弟1だけを(26)式によって計算する｡この分子の中には

∬β2が入っている｡ついで同 に‥翫1は実測されたもの

と見なして∬g2を求める｡これも∬ぷ】の函数である｡こ

れをまとめる､

< < 々

†1｢か1(-ざ】))翫rJh(一51)∬ぶ2=∑′′叩2♪J(-ぶ1)∬官
f=0

人 < 点

-♪ぶ1(-ざ2)翫1+(1一♪ぶ2(-ぶ2))∬ざ2=∑′′ぶ1,ぶ2♪官(一
豆=0

なる連立方程式が得られる｡これを解いて∬β1,∬ぶ2が求
力

められる｡ここに∑′′ぶ1,ぶ2ほf=g-,52を除いた 烏一2
オ=0

偶の和を表わす｡

〔Ⅴ〕二次推定を行うべき時に,誤って一次

推定を行った場合のかたよりにっいて

ある学割彗値についての過去のデータ∬0,∬1,∬2,…

∬七の時間的変化が,ヱ次の多項式をもって近似しうる

場合,現在よりゐ後の特性値を推定する方式は2節に述

べた｡この場合推定の精度は,Jが小さいほどよい｡し

かし実際にほ,g次で近似されるものを誤ってJ′(くJ)

次を想定して推定を行ったとすれば,その推定値の中に

はかたよりが湿る｡しかし,もしこのかたよりが小さけ

れば,次数をへらして精度を確保するという方式を採る

ことも考えられる｡

本節は,このかたよりについて述べ,さらに最も利用

度の多いと思われる 7=2,J′二1の場合についての検

討を加えたものである｡

一般に,∬0,れ,∬2,…,釣,･‥の母平均〃£が

〃乙=α0十α1≠+α2f2+…十α～fZ

で表わされる場合,これを って

〃£=α0+α1f十α2f2十･‥+αJ′が/(J/<J)….…‥(29)

と見なしてゐ後の特性値を推定したとすれば,(17)式に

より

ツん=(ム凡~1玖)/∬

ここに

1 0 02………0乙/

12………1乙/

22………2ヱl

鳥2………か/

Ⅳ(1)………〟(り

叫三

旦≡

Ⅳ(0)

Ⅳ(1)

･､･･-′･･

(-ゐ)0

(-ゐ)1

Ⅳ(2)………Ⅳ(J/+1)

Ⅳ(J′+1)……Ⅳ(2り

(一.ゐ)2

(-ゐ)‡/

しかるに,測定値の期待値ほ

E(わ=∫A

ここに

′≡

1 0

2
=
=
‥
:
.
⊥
〃

｢

2
:
‥
:
:
.
▼
p
川

したがって,推定値ッんの期待値は

且(プ九)=(ん叫-1gl)′∫A

さて,ここでA,′を分解して

∫…(右二軌A…(ま…)
とする｡すなわち,

ち≡

Al≡

0～/+1 0～/+2

1ヱ/+11〃+2

2～/+1 2Z/+2

か/+1 ゐ～/+2

α
:

.･1二

汀
‥
巨
…
-
:
二
‥
:
‥
･
〃

hル

∬
=
‥
.
‥
‥
ズ

A=

α
:
:
:
=
.
α
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すると,(31)式より,

勒)=町町骨沌:ろ)(ま;)

=町(打‥町1ム′ち)(ま…)

日 立

ここに打ほ,J′×J′の単位行例を表わす｡

E(ヅ九)=旦/Al+｣吼/叫~リi′ちA2

一方,九後の特性値の期待値は

gA=旦′Al+耳z′A2

にひとしい｡ここに

(一ゐ)Z/十1､

(-ゐ)J′十2
′Jこ

したがって,かたよりは

筏′A2｢吼/爪∵1ム′ちA2

によって与えられる｡

例として,7=2,g′=1の場合をとり上げてみる｡か

たよりほ

ゐ2(Z2-

=〔ゐ2-

(1,-ゐ)

Ⅳ(0)Ⅳ(2)-ⅠⅣ(1))2

･･11ミ･).

｣
該

1
.
2
.

1

1

1

0(×

02

12

2
2
‥
･
が

α､)

(竺乳｢芸…去∃)×

Ⅳ2(2)一叩1)〃(3)+(〃(1)叫2)-Ⅳ(0)〃(3))ゐ

Ⅳ(0)Ⅳ(2)-Ⅳ2(1)

しかるに

Ⅳ(0)=ゑ+1

Ⅳ(1)=ゐ(カ+1)/2

Ⅳ(2)=ゐ(ゐ+1)(2ゐ+1)/6

Ⅳ(3)=ゑ2(烏+1)2/4

Ⅳ(4)=ゐ(ゑ+1)(2ゑ+1)(3烏2+3ゐ-1)/30

を(34)式に仕入すれば

がたより= ゐ2+袖十
ゐ(烏-1)

α2

さて,α2が十分小さくて,(35)式の値が無視できる

程度であれば,二次推定を行うよりも,一次推定を実施

して推定の精度を確保した方が賢明であろう｡それなら,

α2がどのくらいまでは二次推定よりも一次推定の方が

よいと考えられるであろうか｡一方が推定量のバラツキ

評 第39巻 第11号

であり,他方がかたよりであるため,両者を比較するこ

とは,厳密には,本質的な無理がある｡しかし,次のよ

うな方法も一つの妥協策として合理性をもっているので

はないかと思われる｡つまり,二次推定によって得た信

顕区間の中に一次推定の一次推定の信頼区間が含まれる

場合には,一次推定の方が良いと考えるゆき方である｡

データの数が3およぴ5の場合について,このところ

を検討してみると次のようになる｡ゐ=1とすればかた

よりほそれぞれ

10(Z2/3,7(Z2

となる｡一方,推定量の分散は次表のようになる｡そこ

で

一

次 推 定 二 次 推 定

蹟区間の信板度を 0.95にとれば, 栢区間の幅は上

表のカツコ内の数値となる｡たとえば,一次推定でデー

タの数が3個の場合は,

2×(2.333(72)妄×1.9600=2.9938げ

二次推定の信板区間の中に一次推定の信板区間が含まれ

るためには,データの数が3の場合には

8.5433(7-2.9938げ≧10α2/3

つまり α2/げ≦1.66の場合には,一次推定の方が好まし

いということになる｡同様にデータの数が5の場合には

α2/げ≦0.307

なら一次推定の方が好ましい｡

〔ⅤⅠ〕綺 ■コ

本報では,母平均の時間的変化がg次の多項式で近似

できると仮定した｡この仮定は,たとえば真空管の相互

コンダクタンスを特性値として選んだような場合にほ,

ゐ後までその多項式近似がなり立つと見ることができ

る｡しかし,船舶などの目標をレーダで捕え,その航跡

を推定するというような場合には,捕えられたことを目

標が察知すると, 的に舵をとることが考えられ,必

ずしも多項式近似が長い時間にわたって(つまりゐを大

として)なり立つとほ限らないと思われる｡したがって,

推定の精度を犠牲にしても烏を小さくして,多項式近似

がその範囲内でなり立つような考慮が必要であろう｡

参 芳 文 献

(1)高札 島田:真空管特性の向後の値についての

推定 昭和29年電気三学会連合大会予稿No.499




